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第
十
八
節
　
　
河
津
伊
豆
守
の
長
崎
奉
行
着
任
第
十
八
節
河
津
伊
豆
守
の
長
崎
奉
行
着
任
　
幕
末
の
政
情
が
、
尊
皇
、
擁
夷
の
論
議
で
、
甚
だ
し
い
国
内
不
安
と
国
際
的
危
機
に
陥
っ
て
い
た
時
、
長
崎
に
は
百
二
十
五
代
目
の
長
崎
奉
行
河
津
伊
豆
守
が
迎
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
河
津
伊
豆
守
祐
邦
が
長
崎
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
の
は
慶
応
三
年
八
月
十
五
日
（
一
八
六
七
年
九
月
十
二
日
）
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
こ
と
が
江
戸
よ
り
長
崎
奉
行
所
に
報
ぜ
ら
れ
、
奉
行
所
か
ら
調
役
に
達
せ
ら
れ
た
の
は
九
月
で
あ
っ
た
。
九
月
上
旬
、
河
津
祐
邦
は
幕
府
の
蒸
気
船
に
乗
組
ん
で
、
江
戸
を
出
帆
し
、
京
の
用
件
を
済
ま
し
た
後
、
長
崎
に
向
ふ
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
長
崎
奉
行
所
に
報
ぜ
ら
れ
、
奉
行
所
が
調
役
に
達
し
た
の
は
同
月
二
十
一
日
（
陽
暦
十
月
十
八
日
）
で
あ
る
が
、
河
津
祐
邦
は
長
崎
奉
行
を
命
ぜ
ら
れ
る
と
、
急
い
で
長
崎
に
下
り
、
幕
末
の
長
崎
の
政
情
の
安
定
を
計
る
べ
く
、
取
締
を
厳
し
く
し
、
法
令
改
正
そ
の
他
、
充
分
な
配
慮
の
も
と
に
長
崎
奉
行
能
勢
大
隅
守
頼
之
及
び
徳
永
石
見
守
昌
親
に
も
そ
れ
を
伝
え
、
一
応
そ
の
用
が
済
ん
だ
ら
、
再
び
江
戸
へ
帰
り
、
家
族
同
伴
、
長
崎
奉
行
と
し
て
長
崎
に
在
勤
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
伝
え
る
も
の
に
「
慶
応
三
夘
年
、
御
用
留
、
町
方
桂
第
一
」
の
次
の
記
事
が
あ
る
。
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河
津
伊
豆
守
　
其
方
儀
長
崎
表
在
住
被
　
仰
付
尤
差
急
候
御
用
有
之
候
間
一
ト
先
立
帰
　
之
心
得
を
以
従
当
地
早
々
罷
下
御
取
締
筋
井
御
改
正
向
其
外
厚
勘
弁
い
　
た
し
取
斗
御
用
透
見
斗
一
旦
帰
府
致
し
家
族
召
連
改
而
在
住
候
様
可
被
　
致
候
尤
見
込
ミ
次
第
も
有
之
候
ハ
・
帰
府
之
節
上
京
い
た
し
申
立
候
様
　
可
被
致
候
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
勢
大
隅
守
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徳
永
石
見
守
　
　
　
覚
　
河
津
伊
豆
守
儀
長
崎
表
在
住
被
　
仰
付
尤
差
急
候
御
用
有
之
候
間
一
ト
　
先
立
帰
之
心
得
を
以
京
地
み
早
々
罷
下
り
御
取
締
筋
井
御
改
正
向
其
外
　
厚
勘
弁
い
た
し
取
計
御
用
透
見
斗
ひ
一
且
帰
府
い
た
し
家
族
召
連
改
而
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在
住
候
様
可
致
尤
見
込
ミ
次
第
も
有
之
候
ハ
・
帰
府
之
節
上
京
い
た
し
　
可
申
立
旨
相
達
候
間
得
其
意
可
被
談
候
事
　
右
之
通
従
京
都
申
来
候
間
得
其
意
向
々
江
可
相
達
候
　
　
　
夘
　
九
　
月
　
さ
て
、
京
に
立
寄
っ
た
河
津
祐
邦
は
幕
府
の
蒸
気
船
長
崎
丸
に
搭
乗
し
て
長
崎
に
十
月
十
一
日
（
陽
暦
十
一
月
六
日
）
夕
刻
、
入
港
し
た
。
そ
し
て
岩
原
御
屋
敷
に
着
い
た
が
、
第
十
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
の
大
政
奉
還
を
な
し
た
十
月
十
四
日
（
陽
暦
十
一
月
九
目
）
に
長
崎
奉
行
交
替
の
事
務
引
継
ぎ
を
行
な
い
、
十
六
日
（
陽
暦
十
一
月
十
一
日
）
に
は
能
勢
大
隅
守
よ
り
河
津
伊
豆
守
に
そ
の
引
継
事
務
を
終
了
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
当
っ
て
、
幕
府
は
政
局
を
好
転
せ
し
む
べ
く
、
種
々
の
機
構
改
革
を
行
な
っ
て
い
た
。
長
崎
に
あ
っ
て
は
、
京
都
所
司
代
の
監
督
の
も
と
に
政
局
打
開
策
が
進
め
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
年
の
夏
、
能
勢
大
隅
守
が
上
洛
し
、
打
合
わ
せ
を
終
っ
て
来
た
主
な
事
項
と
し
て
は
、
産
物
会
所
の
所
蔵
金
品
及
び
長
崎
会
所
は
御
勘
定
所
に
引
渡
さ
れ
、
長
崎
会
所
も
御
金
蔵
と
改
称
、
前
年
来
打
建
て
に
掛
っ
て
い
た
水
蒸
気
船
も
産
物
所
附
属
の
土
竣
船
と
共
に
そ
の
ま
ま
引
渡
す
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
　
　
　
第
二
章
　
長
崎
医
学
の
基
礎
そ
し
て
、
更
に
、
精
得
館
関
係
の
問
題
と
し
て
次
の
事
項
が
あ
っ
た
。
即
ち
新
地
商
法
、
税
銀
の
取
扱
は
元
来
土
地
で
の
関
係
の
話
だ
け
に
限
っ
て
使
用
し
て
い
た
が
、
能
勢
大
隅
守
の
京
都
で
の
話
合
の
結
果
、
そ
の
税
銀
は
運
上
所
の
税
銀
と
同
じ
く
、
別
に
伺
を
立
て
る
必
要
を
認
め
ず
、
そ
の
税
銀
は
精
得
館
、
済
美
館
の
運
営
費
に
使
用
し
、
余
裕
が
あ
れ
ば
、
奉
行
の
手
切
に
取
計
り
、
不
足
す
れ
ば
御
金
蔵
か
ら
支
弁
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
幕
末
の
長
崎
の
風
雲
は
誠
に
急
な
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
河
津
祐
邦
の
長
崎
奉
行
着
任
前
後
は
最
も
そ
の
極
に
達
し
て
お
り
、
長
崎
医
学
も
そ
の
世
情
を
反
映
し
て
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
進
展
研
究
の
面
は
阻
害
さ
れ
て
い
た
。
精
得
館
の
附
属
施
設
、
究
理
分
析
所
も
ハ
ラ
タ
マ
の
開
成
所
招
膀
に
よ
り
廃
止
同
様
と
な
り
、
且
つ
尊
皇
、
撰
夷
で
天
下
国
家
を
論
じ
な
け
れ
ば
当
時
の
社
会
の
常
識
を
失
う
も
の
で
も
あ
っ
た
た
め
、
精
得
館
に
学
ぶ
医
学
徒
た
ち
も
、
幕
府
の
意
向
や
藩
の
立
場
に
考
え
を
分
散
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
破
目
に
陥
り
、
遂
に
は
、
精
得
館
に
通
学
す
る
人
の
数
も
減
少
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
戦
争
を
準
備
し
て
い
た
藩
な
ど
で
は
、
そ
れ
に
対
す
る
出
費
の
た
め
、
医
学
教
育
に
充
当
す
る
費
用
を
も
そ
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第
十
八
節
　
　
河
津
伊
豆
守
の
長
崎
奉
行
着
任
の
方
に
流
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、
精
得
館
に
学
ば
し
め
る
医
学
徒
に
も
充
分
な
費
用
を
渡
せ
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
長
崎
の
医
学
教
育
は
、
殆
ど
虚
無
的
な
状
態
に
陥
っ
た
。
こ
の
教
育
に
対
す
る
処
置
の
不
当
さ
は
次
項
で
示
そ
う
と
思
う
が
、
　
「
慶
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
応
三
年
、
御
用
留
、
8
6
夘
正
月
」
に
河
津
伊
豆
守
に
つ
い
て
次
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
載
が
あ
る
の
で
、
抄
記
し
て
置
こ
う
。
　
　
御
勘
定
奉
行
格
　
　
長
崎
御
奉
行
　
　
　
河
津
伊
豆
守
様
　
夘
十
月
十
一
日
夕
長
崎
丸
　
御
持
高
百
俵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
船
汐
御
着
崎
　
　
　
　
　
　
御
　
在
　
勤
　
　
　
　
　
辰
正
月
十
五
日
暁
九
半
時
分
鎮
台
河
津
様
始
御
支
配
向
　
　
　
　
　
不
残
御
勘
定
方
当
表
御
引
払
不
穏
候
事
　
支
配
向
と
い
ふ
の
は
長
崎
奉
行
御
支
配
組
頭
、
布
衣
中
台
信
太
郎
他
、
三
名
が
あ
り
、
能
勢
大
隅
守
様
御
家
中
、
御
家
老
井
上
平
太
他
五
十
七
名
が
い
て
、
そ
の
中
に
小
嶋
源
之
丞
や
花
和
源
治
、
今
井
由
郎
等
の
精
得
館
関
係
者
も
い
た
。
そ
し
て
徳
永
石
見
守
様
御
家
中
に
は
、
御
家
老
草
野
静
馬
他
、
二
十
五
名
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
に
は
維
新
の
際
、
何
礼
之
助
、
平
井
儀
十
郎
、
本
木
昌
造
、
向
井
鷹
之
助
等
、
長
崎
に
残
っ
た
人
々
も
含
ま
れ
て
い
る
。
御
勘
定
方
と
し
て
は
、
中
嶋
唯
太
郎
他
、
二
十
名
が
い
た
。
一
方
、
河
津
伊
豆
守
様
御
家
中
と
し
て
は
、
御
用
人
石
川
喜
兵
衛
他
、
御
近
習
ま
で
五
名
が
お
り
、
別
に
足
軽
一
人
、
中
間
三
人
、
御
附
添
御
出
崎
御
勘
定
格
山
本
覚
太
郎
、
支
配
勘
定
格
役
元
メ
高
田
富
三
郎
が
い
た
。
こ
れ
ら
江
戸
直
系
の
人
が
い
ず
れ
も
翌
年
正
月
に
は
奉
行
の
長
崎
脱
出
の
際
、
行
を
共
に
し
た
の
で
あ
る
。
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